
公 示 学 校 第 2 号
令和元年6月19日

支出負担行為担当官
防衛医科大学校事務局
経理部長　　水田　裕滋

　標記の契約を希望する者は、「入札及び契約心得」を熟知のうえ下記に基づき応募されたい。

１　調達品目等
(１) ：31-17-71E-6114
(２) ：仮想現実を用いた教育訓練シミュレーションの開発に関する技術教育
(３) ：仕様書のとおり
(４) ：防衛医科大学校
(５) ：令和元年11月29日

２　応募に必要な資格

　(2) 予算決算及び会計令第71条の規定に該当しない者であること。

　(5) 当該役務を効率的かつ効果的に実施できる経験及び技術を有していること。

３　応募方法
　(1)  提出資料

　　ア　競争参加資格に係る資格審査結果通知書の写し
　　イ　次のいずれかに該当することを証明する書類
　　　(ｱ)  当該役務の実施対象機器（ソフトウェア）の製造会社であること。
　　　(ｲ)  当該機器製造会社との技術援助協定等を有していること。
　　　(ｳ)  当該仕様内容を履行する能力を有していること。
　(2)  提出期限
　　　　令和元年７月４日（木）午後５時
　　 　提出時間

　(3)  提出先
 　　　 〒359-8513　埼玉県所沢市並木３丁目２番地
 　 　　防衛医科大学校事務局経理部経理課 調達管理専門官　石井
 　　　 04-2995-1211（内線 2142）

４　仕様書の貸出
　(1)  貸出期限　３(2)に同じ。
　(2)  貸出時間　３(2)に同じ。
　(3)  貸出場所　３(3)に同じ。

５　提出資料の審査等

　(2)　提出資料により、契約の確実な履行能力を有する者を選定する。

件 名

　(1) 予算決算及び会計令第70条の規定に該当しない者であること。なお、未成年者、被補佐人又
　　は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ている者は、同条中、特別な理由があ
　　る場合に該当する。

契約希望者募集要領

記

　(3) 防衛省競争参加資格（全省庁統一資格）において、平成31(令和元年)、平成32(令和2年)、平
　　成33(令和3年)年度に「役務の提供等」の「Ａ」又は「Ｂ」等級に格付けされ、関東・甲信越地
　　域の競争参加資格を有する者であること。
　(4) 防衛省指名停止権者又は防衛医科大学校長から「装備品等及び役務の調達に係る指名停止等
　　の要領」に基づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

   　　 応募する者（以下「応募者」という。）は、別記様式の「参加表明書」及び次の項目を証明
　　　する資料（以下「提出資料」という。）を提出しなければならない。

　　　　土曜日及び日曜日並びに祝日を除く毎日、午前８時半から午後５時まで。ただし、正午か
　　　　ら午後１時までの時間を除く。

　(1)  応募者は、防衛医科大学校の担当者から提出資料について説明を求められた場合には、その
　　　都度、説明しなければならない。また、追加資料等の提出を求められた場合には、正当な理
　　　由がある場合を除き、必要な資料を提出しなければならない。

調達要求番号
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６　審査結果の通知

７　疑義の申立て

　 ア　提出時間　３(2)に同じ。
　 イ　提出場所　３(3)に同じ。
　 ウ　その他　　書面は、持参又は郵送（期限必着）するものとする。

８　資料等の提出に当たっての留意事項

　(2)  ５(1)に反した者は、前(1)号と同様の処置をとる。
　(3)  提出資料の作成及び提出、説明に要する費用は、提出者の負担とする。
　(4)  提出資料は返却しない。
　(5)  提出資料は、提出者に無断で他の目的に使用しない。

９　応募者の義務等

以上

　(2)　支出負担行為担当官は、疑義の申立てをされたときには、前号の最終日の翌日から起算し
　　　て、５日（休日を含まない。）以内に疑義の申立てをした者に対して書面により回答する。

　(1)　指名に当たっては、防衛省所管契約事務取扱細則（平成18年度防衛庁訓令第108号）第17条
　　　及び第18条の規定を適用する。
　(2)　資料を提出した者のうち、履行能力があり指名競争に参加させることが適当と認められた者
　　　に対しては、その旨通知する。ただし適当と認められた者が１社の場合は、随意契約の通知
　　　をする。その他の者に対しては、参加させることが適当と認められない旨通知を行う。

　(1)  第５項の審査等の結果に対し疑義がある場合には、審査結果の通知を受け取ってから５日以
　　　内（休日を含まない。）に書面により支出負担行為担当官に説明を求めることができる。

　(1)  提出資料に虚偽の記載をした者は、当該品目の入札等に参加させることが適当と認められな
　　　かった者とするとともに、防衛医科大学校の外の競争契約又は随意契約の相手方としない場
　　　合がある。

　(6)  提出期限が過ぎてからの提出資料の差替え、再提出は認めない。ただし、審査の必要性から
　　　追加資料を求める場合は、この限りではない。

　　　相手方とする資格を有すると通知等を受けた者は、防衛医科大学校の「入札及び契約心得」
　　を承諾のうえ、入札又は商議に参加し、合理的な金額を記載し提出しなければならない。



令和　　年　　月　　日

支出負担行為担当官
防衛医科大学校事務局経理部長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所 在 地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 社 名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

　添付書類　１．資格審査結果通知書の写し
　　　　　　２．審査資料一式

別記様式

　　当社は、防衛医科大学校公示学校第２号（令和元年６月19日）に基づく調達品等の品目について、
　受注体制が整っておりますので、同公示の記載内容を承諾のうえ、契約相手方に指名されること
　を希望いたします。

参　加　表　明　書


